
多摩市ニュータウン再生推進会議

（令和３年度 第１回）

令和３年８月６日

資料３



本日の議事

Ⅰ．これまでの経緯

Ⅱ．南多摩尾根幹線沿道土地利用方針の検討

Ⅲ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等まちづくり計画の検討

Ⅳ．シンポジウム・その他
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Ⅰ．これまでの経緯
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第1～3回

シンポジウム

第4回

第6回

第5回

第7回

多摩市ニュータウン再生推進会議
・再生方針に示される取組み方針に基づくプロジェクトの推進と、ニュータウン再生
全体の展開に向けた検討

・プロジェクト推進に向けた支援・助言や横断的調整、ニュータウン再生全体のフレ
ームについて、ハード・ソフトの両面から検討

「多摩ニュータウン リ・デザイン 諏訪・永山まちづくり計画」の策定
（平成３０年２月 多摩市）

平成28年度

平成29年度

令和2年度
～

令和4年度

「多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画 ～多摩ニュータウン再生
で描く将来都市構造イメージ～」の提言（令和２年２月 再生推進会議）

平成30年度

平成25年度
～

平成27年度

多摩ニュータウン再生検討会議
・「多摩ニュータウン再生方針」の提言（平成２７年１０月再生検討会議）
・「多摩市ニュータウン再生方針」の策定（平成２８年３月多摩市）

●南多摩尾根幹線沿道土地利用方針の策定
●愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等まちづくり計画の策定

令和元年度

第8回
～

第10回

令和5年度以降
都市計画マスタープラン」改定（予定）

■これまでの再生推進会議での検討経緯

Ⅰ ǚȓȅǮǵ
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■これまでの再生推進会議での検討経緯

Ⅰ ǚȓȅǮǵ

ƞʣ̬ ș ȅǏǦʰ ǵ̬ Ǭǘ

愛宕・貝取・
豊ヶ丘地区等
まちづくり計画



Ⅱ．南多摩尾根幹線沿道土地利用方針の検討
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１． 昨年度の検討

２. 論点①尾根幹線全体の全体方針

３． 論点②推進の仕組みづくり

４． 今後について
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■先行地区における土地利用モデル（導入機能イメージ）

昨年度の検討①：南多摩尾根幹線土地利用方針検討【多摩市の考え】



■尾根幹線の良さを活かす（抜粋）

■多摩市の課題（抜粋）

昨年度の検討②：将来像アイデア【市民等の考え】
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・豊かな自然
・広域交通網
・歩車分離、広い道路幅員
・既存の沿道施設
・周辺の農産物生産地 等

・魅力的な店が少ない
・好奇心を刺激する公園がない
・公共交通が弱い
・既存の公民館等は不自由があ
る 等
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■将来像アイデアまとめ

広域交通ポテンシャルや 周囲の豊かな緑・農的環境を活
かした新たなつながりを育む場づくりを核に、様々な機能
を複合させることで、多摩NTの魅力を高める沿道へ
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昨年度の検討③：アイデアヒアリング・シンポジウム【民間企業の考え】
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＜令和２年度 第８回シンポジウム 基調講演 日立製作所＞

■デジタル技術で市民中心のまちづくりを支える取組
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⇒市民・企業・行政、みんなの関心や想いが重なる

部分にデジタル技術を使う
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論点①尾根幹線全体の全体方針

（全体方針の要素、達成すべき項目など）

論点②推進の仕組みづくり （プラットフォーム）

昨年度検討を踏まえた今年度の検討項目
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■昨年度までの検討を踏まえ、今回議論いただきたい論点

■今回会議の検討項目
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論点①尾根幹線全体の全体方針

■土地利用方針の目的に示す「賑わい・雇用・イノベーション」の創出に向けた主な魅力・
課題と達成すべき項目の整理
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■全体方針（たたき案）とその実現に向けた達成項目

論点①尾根幹線全体の全体方針

■尾根幹線沿道土地利用方針の目的（昨年度の検討より）
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多摩NTの既存機能※と共存し、多摩ＮＴの魅力を高め発信する賑わいの創出
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広域交通ポテンシャルと防災性を活かした地域雇用を創出する産業・業務拠点の形成
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※「既存機能」とは、賑わい機能を有する「駅周辺拠点」・「近隣センター」を指し、昨年度時点では「ヒト・モ
ノ・コトあらゆる方面で、拠点連携を図り、互いを補完しながら新たな価値を創出する」方向性を整理している。



共創プラットフォーム（創設）

多様な事業主体
の参画が必要と想
定される旧南永山
小学校跡地での
暫定活用を通じて、
プラットフォームの
プロトタイプを検討

推進の仕組みづく
りとして、尾根幹
線に限らず、情報
共有の場となるプ
ラットフォーム形成
が必要ではあるが、
具体案件が必要

事務
局：市
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論点②推進の仕組みづくり

■推進の仕組みづくり案

大学

民間
企業

地域
団体

研究
機関

ファーストステップ

研究デー
タがほしい

社会貢献
したい

ノウハウを
活かしたい

社会課題
解決したい

尾根幹線土地活用

近隣センター活用

遊休地活用

公共施設活用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
例
）

MaaS

ヘルスケア

Χ

興
味
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
参
加

セカンドステップ：ファーストステップでのプロトタイプをベースに展開

プロジェクト内でアイデア出し

Ⅱ ӳẉ ᾭ ℅ ᶽ᷂ѫ ǵ

任意の勉強会・サロン等、参加事業主
体同士による情報共有等も支援

多摩NT内での様々な実証実験や
多様なサービスに既に取り組む事業主体
・多摩NT再生に興味がある事業主体

必要に応じた
市民のプロジェクトへの参加

参画・登録

市・大規模土地所有者等から
地域課題・テーマ等を設定
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■多様な事業主体が参画する共創プラットフォームと実行力のある推進の仕組み案

論点②推進の仕組みづくり
Ⅱ ӳẉ ᾭ ℅ ᶽ᷂ѫ ǵ
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Ｒ３年度

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度以降

1Q
4～6月

2Q
7～9月

3Q
10～12月

4Q
1～3月

再生推進
会議
（尾根幹線）

アイデア
ヒアリング

市学校跡
地活用検
討

プ ラ ッ ト
フ ォ ー ム
検討

第１回
（8月6日）
・全体方針、
推進の仕
組みづくり
の検討

第２回
（未定）
・アイデアヒアリン
グの報告
・土地利用イメー
ジの検討等

第３回（未定）
・方針素案のとり
まとめ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

方針内容を
都市計画マ
スタープラ
ンへ反映

昨年度
検討を
踏まえ
た整理

方
針
策
定

ヒアリング又はアンケートの実施
①スポーツ・アクティビティ事業者
②先端農業事業者 ③沿道立地大学̞
④地元企業̞

シンポジウム

方
針
素
案
の
修
正

テーマ
・条件
の検討

事
業
化

民間提
案制度
の活用
による
提案

個別
事業
調整

大学や民間
等と意見交
換

立
上
げ

募集（大
学・民間
等）

■方針策定及びプロジェクトの事業化に向けた検討スケジュール案

今後について

旧南永山小学校跡地校舎の取り壊し工事の設計見直し

Ⅱ ӳẉ ᾭ ℅ ᶽ᷂ѫ ǵ

̞アンケート実施後、ヒアリングを予定

取り壊し工事（R4・5年度）


